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(57)【要約】
【課題】安定性が高く、皮膚美白効果に優れた化粧料を提供する。
【解決手段】２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロ
ヘキシルエステルと、ハイドロキノン配糖体またはその誘導体、Ｌ－アスコルビン酸また
はその誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、トラネキサム酸またはその誘導体、コ
ウジ酸および胎盤抽出物からなる群より選択される一種または二種以上の美白成分とを含
有する化粧料を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロヘキシルエ
ステル、ならびにハイドロキノン配糖体またはその誘導体、Ｌ－アスコルビン酸またはそ
の誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、トラネキサム酸またはその誘導体、コウジ
酸および胎盤抽出物からなる群より選択される、一種または二種以上の美白成分を含有す
る化粧料。
【請求項２】
　一種または二種以上の多価アルコールをさらに含有する、請求項１記載の化粧料。
【請求項３】
　多価アルコールが、１，２－アルカンジオールおよび１，３－アルカンジオールから選
択される、請求項２記載の化粧料。
【請求項４】
　請求項１に記載の化粧料の含有成分が、リポソーム、ベシクル、液晶、ミセル、逆ミセ
ル又はそれらの組み合わせである会合構造中に内包される請求項１～３のいずれか１項に
記載の化粧料。
【請求項５】
　化粧料が、清浄用化粧料、頭髪用化粧料、基礎化粧料、メークアップ化粧料、芳香化粧
料、日焼け・日焼け止め化粧料、口唇化粧料または入浴化粧料からなる群より選択される
、請求項１～４のいずれか１項に記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、安定性の高い皮膚美白用化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、美白皮膚外用剤、例えば、乳液、クリーム、化粧水、パック、洗浄料等の化
粧品や医薬部外品、軟膏、分散液、クリーム剤、外用液剤等の外用医薬品には、日焼け等
による皮膚の黒化や炎症、色素沈着により生ずるシミ、ソバカス等の現象を防止するため
に、コウジ酸、グルタチオン、コロイドイオウ、ハイドロキノン、アルブチン、ビタミン
Ｃ誘導体、トラネキサム酸等の美白剤が配合されている。
【０００３】
　特許文献１には、美白効果に優れた皮膚外用剤として、パントテン酸またはその誘導体
の中から選ばれた少なくとも１種と、エラグ酸系化合物またはそのアルカリ金属塩の中か
ら選ばれた少なくとも１種とを含有して成る皮膚外用剤が開示されている。また、特許文
献２には、皮膚美白活性を有する環式化合物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２－２３７９０６号公報
【特許文献２】特表２００９－５４２６３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、安定性が高く、皮膚美白効果に優れた化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、２－エチル－ヘキサン酸２－
（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロヘキシルエステルと、ハイドロキノン配糖
体またはその誘導体、Ｌ－アスコルビン酸またはその誘導体、レゾルシノールまたはその
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誘導体、トラネキサム酸またはその誘導体、コウジ酸および胎盤抽出物からなる群より選
択される、一種または二種以上の美白成分を配合することにより皮膚美白効果に著しく優
れた美白化粧料を提供可能であることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　すなわち、本発明は、
［１］２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロヘキシ
ルエステル、ならびにハイドロキノン配糖体またはその誘導体、Ｌ－アスコルビン酸また
はその誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、トラネキサム酸またはその誘導体、コ
ウジ酸および胎盤抽出物からなる群より選択される、一種または二種以上の美白成分を含
有する化粧料；
［２］一種または二種以上の多価アルコールをさらに含有する、［１］記載の化粧料；
［３］多価アルコールが、１，２－アルカンジオールまたは１，３－アルカンジオールか
ら選択される、［２］記載の化粧料；
［４］［１］記載の化粧料の含有成分が、リポソーム、ベシクル、液晶、ミセル、逆ミセ
ルまたはそれらの組み合わせである会合構造中に内包される、［１］～［３］のいずれか
記載の化粧料；
［５］化粧料が、清浄用化粧料、頭髪用化粧料、基礎化粧料、メークアップ化粧料、芳香
化粧料、日焼け・日焼け止め化粧料、口唇化粧料および入浴化粧料からなる群より選択さ
れる、［１］～［４］記載のいずれか記載の化粧料；
を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の化粧料は、優れた皮膚美白効果を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の化粧料は、２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）
－シクロヘキシルエステルと、他の美白成分、具体的にはハイドロキノン配糖体またはそ
の誘導体、Ｌ－アスコルビン酸またはその誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、ト
ラネキサム酸またはその誘導体、コウジ酸および胎盤抽出物からなる群より選択される、
一種または二種以上の成分を含有する。
【００１０】
　本発明に用いられる２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）
－シクロヘキシルエステルは、式：
【化１】

で表される化合物である。上記化合物はトランス体であるが、シス体またはそれらの混合
物であってもよい。
【００１１】
　本発明の美白成分として用いられるハイドロキノン配糖体またはその誘導体としては、
限定されるものではないが、ハイドロキノン、ハイドロキノンα－Ｄ－グルコース、ハイ
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ドロキノンβ－Ｄ－グルコース、ハイドロキノンα－Ｌ－グルコース、ハイドロキノンβ
－Ｌ－グルコース、ハイドロキノンα－Ｄ－ガラクトース、ハイドロキノンβ－Ｄ－ガラ
クトース、ハイドロキノンα－Ｌ－ガラクトース、ハイドロキノンβ－Ｌ－ガラクトース
等の六単糖配糖体、ハイドロキノンα－Ｄ－リボース、ハイドロキノンβ－Ｄ－リボース
、ハイドロキノンα－Ｌ－リボース、ハイドロキノンβ－Ｌ－リボース、ハイドロキノン
α－Ｄ－アラビノース、ハイドロキノンβ－Ｄ－アラビノース、ハイドロキノンα－Ｌ－
アラビノース、ハイドロキノンβ－Ｌ－アラビノース等の五単糖配糖体、ハイドロキノン
α－Ｄ－グルコサミン、ハイドロキノンβ－Ｄ－グルコサミン、ハイドロキノンα－Ｌ－
グルコサミン、ハイドロキノンβ－Ｌ－グルコサミン、ハイドロキノンα－Ｄ－ガラクト
サミン、ハイドロキノンβ－Ｄ－ガラクトサミン、ハイドロキノンα－Ｌ－ガラクトサミ
ン、ハイドロキノンβ－Ｌ－ガラクトサミン等のアミノ酸配糖体、ハイドロキノンα－Ｄ
－グルクロン酸、ハイドロキノンβ－Ｄ－グルクロン酸、ハイドロキノンα－Ｌ－グルク
ロン酸、ハイドロキノンβ－Ｌ－グルクロン酸、ハイドロキノンα－Ｄ－ガラクツロン酸
、ハイドロキノンβ－Ｄ－ガラクツロン酸、ハイドロキノンα－Ｌ－ガラクツロン酸、ハ
イドロキノンβ－Ｌ－ガラクツロン酸等のウロン酸配糖体等、またはそれら配糖体のアセ
チル化物等のエステル体、メチル化物等のエーテル体等が挙げられる。本発明に用いられ
るハイドロキノン配糖体またはその誘導体は、ハイドロキノンβ－Ｄ－グルコース（一般
名：アルブチン、以後、アルブチンと称する。）が好ましい。
【００１２】
　本発明の美白成分として用いられるＬ－アスコルビン酸またはその誘導体としては、限
定されるものではないが、モノステアリン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸モノステ
アレート）、モノパルミチン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸モノパルミテート）、
モノオレイン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸モノオレート）等のＬ－アスコルビン
酸モノ脂肪酸エステル類；Ｌ－アスコルビン酸リン酸エステル、Ｌ－アスコルビン酸－２
－硫酸エステル等のＬ－アスコルビン酸モノエステル類；ジステアリン酸アスコルビル（
Ｌ－アスコルビン酸ジステアレート）、ジパルミチン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン
酸ジパルミテート）、ジオレイン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸ジオレート）等の
Ｌ－アスコルビン酸ジ脂肪酸エステル類；Ｌ－アスコルビン酸ジリン酸エステル等のＬ－
アスコルビン酸ジエステル類；トリステアリン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸トリ
ステアレート）、トリパルミチン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸トリパルミテート
）、トリオレイン酸アスコルビル（Ｌ－アスコルビン酸トリオレート）等のＬ－アスコル
ビン酸トリ脂肪酸エステル類；Ｌ－アスコルビン酸トリリン酸エステル等のＬ－アスコル
ビン酸トリエステル類；テトライソパルミチン酸アスコルビル等のＬ－アスコルビン酸テ
トラ脂肪酸エステル等が挙げられる。本発明に用いられるＬ－アスコルビン酸またはその
誘導体は、Ｌ－アスコルビン酸、テトライソパルミチン酸アスコルビル、Ｌ－アスコルビ
ン酸リン酸エステル、Ｌ－アスコルビン酸－２－硫酸エステルまたはそれらの塩が好まし
い。
【００１３】
　本発明の美白成分として用いられるレゾルシノールまたはその誘導体としては、限定さ
れるものではないが、炭素数１～１０の直鎖、分岐、環状構造のいずれかの置換基、例え
ば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル
基、ｔｅｒｔ－ブチル基、シクロプロピルメチル基、フェニルエチル基で置換されたもの
が挙げられる。本発明に用いられるレゾルシノールまたはその誘導体は、４－ｎ－ブチル
レゾルシノール、フェニルエチルレゾルシノールが好ましい。さらに、本発明の化粧料で
用いることのできる、レゾルシノールの生理的に許容される塩としては、通常化粧料等に
使用され、生理的に許容されるものであれば特段の限定は受けないが、ナトリウム、カリ
ウム等のアルカリ金属塩、カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属塩、アンモニ
ウム塩、トリエチルアミン、トリエタノールアミン等の有機アミン塩、リジン、アルギニ
ン等の塩基性アミノ酸塩が好ましい。
【００１４】
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　本発明の美白成分として用いられるトラネキサム酸またはその誘導体としては、限定さ
れるものではないが、トラネキサム酸の二量体（塩酸トランス－４－（トランス－４－ア
ミノメチルシクロヘキサンカルボニル）アミノメチルシクロヘキサンカルボン酸）、トラ
ネキサム酸とハイドロキノンのエステル体（トランス－４－アミノメチルシクロヘキサン
カルボン酸４'－ヒドロキシフェニルエステル）、トラネキサム酸とゲンチシン酸のエス
テル体（２－（トランス－４－アミノメチルシクロヘキシルカルボニルオキシ）－５－ヒ
ドロキシ安息香酸またはその塩）、トラネキサム酸のアミド体（トランス－４－アミノメ
チルシクロヘキサンカルボン酸メチルアミドまたはその塩、トランス－４－アセチルアミ
ノメチルシクロヘキサンカルボン酸またはその塩、トランス－４－（ｐ－メトキシベンゾ
イル）アミノメチルシクロヘキサンカルボン酸またはその塩、トランス－４－グアニジノ
メチルシクロヘキサンカルボン酸またはその塩等）、トラネキサム酸セチルエステル等が
挙げられる。
【００１５】
　本発明の化粧料は、２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）
－シクロヘキシルエステルと、上記成分の中から選択される一種または二種以上の美白成
分を含有する。好ましくは、２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオ
キシ）－シクロヘキシルエステルと、ハイドロキノン配糖体またはその誘導体、Ｌ－アス
コルビン酸またはその誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、トラネキサム酸または
その誘導体、コウジ酸および胎盤抽出物から選択される、一種または二種以上の美白成分
を含有する。
【００１６】
　本発明に用いられる２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）
－シクロヘキシルエステルの配合量、ならびにハイドロキノン配糖体またはその誘導体、
Ｌ－アスコルビン酸またはその誘導体、レゾルシノールまたはその誘導体、トラネキサム
酸またはその誘導体、コウジ酸および胎盤抽出物からなる群より選択される少なくとも一
種（一種または二種以上）の美白成分の配合量は限定的ではないが、化粧料全量に対して
０．００１～１０．０％、好ましくは０．０１～１０．０％、特に好ましくは０．１～７
．０％である。
【００１７】
　本発明の化粧料は、さらに多価アルコールを含有していてもよい。本発明に用いられる
多価アルコールは、１，２－アルカンジオールまたは１，３－アルカンジオールが好まし
い。１，２－アルカンジオールまたは１，３－アルカンジオールとしては、１，２－ペン
タンジオール、１，２－オクタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－デカン
ジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－プロパンジオール、プロピレングリコ
ール等が挙げられる。１，２－アルカンジオールまたは１，３－アルカンジオールは、一
種または二種以上を併用することができる。１，２－アルカンジオールまたは１，３－ア
ルカンジオールは、好ましくは、１，２－ペンタンジオール、１，２－オクタンジオール
、１，３－プロパンジオールである。１，２－アルカンジオールまたは１，３－アルカン
ジオールは、化粧料全量に対して０．０１～１５％含有させることで、本発明の美白効果
を一層高めることができる。
【００１８】
　本発明の化粧料の剤型は、限定されるものではないが、水中油（Ｏ／Ｗ）型、油中水（
Ｗ／Ｏ）型、Ｗ／Ｏ／Ｗ型、Ｏ／Ｗ／Ｏ型等の乳化型化粧料、油性化粧料、固形化粧料、
液状化粧料、練状化粧料、スティック状化粧料、揮発性油型化粧料、粉状化粧料、ゼリー
状化粧料、ジェル状化粧料、ペースト状化粧料、乳化高分子型化粧料、シート状化粧料、
ミスト状化粧料、スプレー型化粧料等の種々の化粧料として利用することができる。また
、液化石油ガス等の噴射剤と共に用いてエアゾールタイプのものとしてもよい。
【００１９】
　また、２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロヘキ
シルエステルを、リポソーム、ベシクル、液晶、ミセル、逆ミセルまたはそれらの組み合
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わせである会合構造中に内包して化粧料に配合することもできる。この際、ハイドロキノ
ン配糖体またはその誘導体、Ｌ－アスコルビン酸またはその誘導体、レゾルシノールまた
はその誘導体、トラネキサム酸またはその誘導体、コウジ酸および胎盤抽出物からなる群
より選択される一種または二種以上の美白成分の中で油溶性成分のものを会合体中に同時
に配合してもよい。さらに、会合体を含む化粧料中に１，２－アルカンジオールまたは１
，３－アルカンジオールから選ばれる一種または二種以上の多価アルコールを併用しても
よい。２－エチル－ヘキサン酸２－（２－エチル－ヘキサノイルオキシ）－シクロヘキシ
ルエステルを会合構造中に内包することで化粧料を皮膚に塗布したときの美白効果を高め
ることができる。会合体を形成するに必要な界面活性剤を使用してもよい。
【００２０】
　「リポソーム」とは、水和した、薄いリン脂質膜から形成されるベシクルを意味し、そ
の両親媒性のリン脂質は尾－尾配置で配向し、その親油性頭部は外面または存在する親油
性成分の方へ向いて配向して水和層を形成する。そのリン脂質膜は自己閉囲して、１つの
外層のみを有するか、もしくは１つの外層と１つ以上の内層を有するリン脂質ベースのベ
シクルまたはブリスターを形成する。
【００２１】
　ベシクルには、大型単一膜ベシクル、多重膜ベシクル、小型単一膜ベシクル等が含まれ
る。「大型単一膜ベシクル」とは、ベシクルの内容物の周りを自己閉囲し、直径が約５１
～１０００ナノメートルである、単一の脂質層を有するベシクルを意味する。「多重膜ベ
シクル」とは、複数の水和層を有し、自己閉囲し、直径が一般的に約１００～１０００ナ
ノメートルであるベシクルを意味する。「小型単一膜ベシクル」とは、自己閉囲する単一
の脂質層を有し、直径が一般的に約２０～５０ナノメートルであるベシクルを意味する。
【００２２】
　「液晶」とは、典型的な液体に見られる等方性の分子秩序と典型的な固体に見られる分
子の構造化した秩序との間にある、液体中の分子秩序の状態を意味する。液晶において、
両親媒性成分、ほとんどの場合脂質は、その液体がその液性にも関らずある程度の分子秩
序を示すような頭－頭配置または尾－尾配置で秩序立って並ぶ。活性成分は、液晶の隙間
、即ち、配向した分子間に組み込まれ得る。「リオトロピック」とは、液晶に関して、溶
媒を加えることによって組成物中で液晶が形成されることを意味する。「ネマチック」と
は、液晶に関して、存在する液晶が位置秩序を有していないが、長距離の配向秩序を有し
ている、即ち、液晶が一次元でほぼ平行な配置であることを意味する。ネマチック液晶は
、「Ｎ」の記号で表される。ネマチック液晶はリオトロピックであってもよい。
【００２３】
　「ミセル」とは、水中の両親媒性分子の凝集体であり、ミセルは水中油型エマルション
において生じる場合が多く、その両親媒性分子の親油性部分は分散した油滴の方へ向いて
配向し、その分子の極性親水性部分はエマルションの連続油相の方へ向いて配向する。
【００２４】
　「逆ミセル」とは、油中の両親媒性分子の凝集体であり、逆ミセルは油中水型エマルシ
ョンにおいて生じる場合が多く、その両親媒性分子の親水性部分は分散した水滴の方へ向
いて配向し、その分子の非極性親油性部分はエマルションの連続油相の方へ向いて配向す
る。
【００２５】
　本発明の化粧料は、限定されるものではないが、清浄用化粧料、頭髪用化粧料、基礎化
粧料、メークアップ化粧料、芳香化粧料、日焼け・日焼け止め化粧料、口唇化粧料または
入浴化粧料として利用することができる。
【００２６】
　本発明の化粧料は、必要に応じて、通常化粧料に用いられる各種成分および添加剤、例
えば、油性基剤、保湿剤、界面活性剤、増粘剤、溶剤・噴射剤、酸化防止剤、還元剤、酸
化剤、防腐剤、キレート剤、ｐＨ調整剤、粉体類、無機塩類、紫外線吸収剤、ビタミン類
、抗炎症剤、血行促進剤、ホルモン類、抗しわ剤、抗老化剤、ひきしめ剤、冷感剤、温感
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剤、創傷治癒促進剤、刺激緩和剤、鎮痛剤、細胞賦活剤、植物・動物・微生物エキス類、
鎮痒剤、角質剥離・溶解剤、制汗剤、清涼剤、収れん剤、酵素類、核酸類、香料、色素・
着色剤・染料・顔料等を自体公知の方法により適宜配合してもよい。
【００２７】
　油性基剤としては、セタノール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコール、ラウリ
ルアルコール、セトステアリルアルコール、ステアリルアルコール、アラキルアルコール
、ベヘニルアルコール、ホホバアルコール、キミルアルコール、セラキルアルコール、バ
チルアルコール、ヘキシルデカノール、イソステアリルアルコール、２－オクチルドデカ
ノール、ダイマージオール等の高級アルコール類；ベンジルアルコール等のアラルキルア
ルコールまたは誘導体；ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソ
ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、パルミトオ
レイン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレイン酸、エルカ酸、ドコサヘキサエン酸、エ
イコサペンタエン酸、イソヘキサデカン酸、アンテイソヘンイコサン酸、長鎖分岐脂肪酸
、ダイマー酸、水素添加ダイマー酸等の高級脂肪酸類またはそのアルミニウム塩、カルシ
ウム塩、マグネシウム塩、亜鉛塩、カリウム塩、ナトリウム塩等の金属石けん類、または
アミド等の含窒素誘導体類；パラフィン、流動パラフィン、流動イソパラフィン、軽質イ
ソパラフィン、軽質流動イソパラフィン、α－オレフィンオリゴマー、ポリイソブテン、
水添ポリイソブテン、ポリブテン、スクワラン、スクワレン、ワセリン、セレシン、固形
パラフィン、マイクロクリスタリンワックス、オゾケライト、プリスタン等の炭化水素類
；キャンデリラワックス、カルナウバワックス、ライスワックス、木ろう、みつろう、モ
ンタンワックス、オゾケライト、セレシン、パラフィンワックス、マイクロクリスタリン
ワックス、ペトロラタム、フィッシャートロプシュワックス、ポリエチレンワックス、エ
チレン・プロピレンコポリマー等のワックス類；ヤシ油、パーム油、パーム核油、サフラ
ワー油、オリーブ油、ヒマシ油、アボカド油、ゴマ油、茶油、月見草油、小麦胚芽油、マ
カデミアナッツ油、ヘーゼルナッツ油、ククイナッツ油、ローズヒップ油、メドウフォー
ム油、パーシック油、ティートリー油、ハッカ油、トウモロコシ油、ナタネ油、ヒマワリ
油、小麦胚芽油、アマニ油、綿実油、大豆油、落花生油、コメヌカ油、カカオ脂、シア脂
、水素添加ヤシ油、水素添加ヒマシ油、ホホバ油、水素添加ホホバ油等の植物油脂類；牛
脂、乳脂、馬脂、卵黄油、ミンク油、タートル油等の動物性油脂類；鯨ロウ、ラノリン、
オレンジラッフィー油等の動物性ロウ類；液状ラノリン、還元ラノリン、吸着精製ラノリ
ン、酢酸ラノリン、酢酸液状ラノリン、ヒドロキシラノリン、ポリオキシエチレンラノリ
ン、ラノリン脂肪酸、硬質ラノリン脂肪酸、ラノリンアルコール、酢酸ラノリンアルコー
ル、酢酸（セチル・ラノリル）エステル等のラノリン類；レシチン、ホスファチジルコリ
ン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグリセロ
ール、ホスファチジルイノシトール、スフィンゴミエリン等のスフィンゴリン脂質、ホス
ファチジン酸、リゾレシチン等のリン脂質類；水素添加大豆リン脂質、部分水素添加大豆
リン脂質、水素添加卵黄リン脂質、部分水素添加卵黄リン脂質等のリン脂質誘導体類；サ
ポゲニン類；サポニン類；リン脂質・コレステロール複合体、リン脂質・フィトステロー
ル複合体等の脂質複合体；ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸ヘキシルデシル
、イソステアリン酸オクチルドデシル、パルミチン酸セチル、パルミチン酸オクチルドデ
シル、オクタン酸セチル（エチルヘキサン酸セチル）、オクタン酸ヘキシルデシル、イソ
ノナン酸イソトリデシル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸オクチル、イソノナン
酸イソトリデシル、ネオペンタン酸イソデシル、ネオペンタン酸イソトリデシル、ネオペ
ンタン酸イソステアリル、ネオデカン酸オクチルドデシル、オレイン酸オレイル、オレイ
ン酸オクチルドデシル、リシノレイン酸オクチルドデシル、ラノリン脂肪酸オクチルドデ
シル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、エルカ酸オクチルドデシル、イソステアリン
酸硬化ヒマシ油、オレイン酸エチル、アボカド油脂肪酸エチル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、イソステアリン酸イソプロピル
、ラノリン脂肪酸イソプロピル、セバシン酸ジエチル、セバチン酸ジイソプロピル、セバ
チン酸ジオクチル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジブチルオクチル、アジピン
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酸ジイソブチル、コハク酸ジオクチル等のモノアルコールカルボン酸エステル類；乳酸セ
チル、リンゴ酸ジイソステアリル、モノイソステアリン酸水添ヒマシ油、クエン酸トリエ
チル等のオキシ酸エステル類；トリオクタン酸グリセリル、トリオレイン酸グリセリル、
トリイソステアリン酸グリセリル、ジイソステアリン酸グリセリル、トリ（カプリル酸／
カプリン酸）グリセリル、トリ（カプリル酸／カプリン酸／ミリスチン酸／ステアリン酸
）グリセリル、水添ロジントリグリセリド（水素添加エステルガム）、ロジントリグリセ
リド（エステルガム）、ベヘン酸エイコサン二酸グリセリル、トリオクタン酸トリメチロ
ールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジオクタン酸ネオペンチ
ルグリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジオクタン酸２－ブチル－２－エ
チル－１，３－プロパンジオール、ジオレイン酸プロピレングリコール、テトラオクタン
酸ペンタエリスリチル、水素添加ロジンペンタエリスリチル、トリエチルヘキサン酸ジト
リメチロールプロパン、（イソステアリン酸／セバシン酸）ジトリメチロールプロパン、
トリエチルヘキサン酸ペンタエリスリチル、（ヒドロキシステアリン酸／ステアリン酸／
ロジン酸）ジペンタエリスリチル、ジイソステアリン酸ジグリセリル、テトライソステア
リン酸ポリグリセリル、ノナイソステアリン酸ポリグリセリル－１０、デカ（エルカ酸／
イソステアリン酸／リシノレイン酸）ポリグリセリル－８、（ヘキシルデカン酸／セバシ
ン酸）ジグリセリルオリゴエステル、ジステアリン酸グリコール（ジステアリン酸エチレ
ングリコール）、ジネオペンタン酸３－メチル－１，５－ペンタンジオール、ジネオペン
タン酸２，４－ジエチル－１，５－ペンタンジオール等の多価アルコール脂肪酸エステル
類；ダイマージリノール酸ジイソプロピル、ダイマージリノール酸ジイソステアリル、ダ
イマージリノール酸ダイマージリノレイル、ジイソステアリン酸ダイマージリノレイル、
ダイマージリノレイル水添ロジン縮合物、ダイマージリノール酸硬化ヒマシ油、ヒドロキ
シアルキルダイマージリノレイルエーテル等のダイマー酸若しくはダイマージオールの誘
導体；天然型セラミド（タイプ１、２、３、４、５、６）、ヒドロキシセラミド、疑似セ
ラミド、スフィンゴ糖脂質、セラミドまたは糖セラミド含有エキス等のセラミド類；ヤシ
油脂肪酸モノエタノールアミド（コカミドＭＥＡ）、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド（
コカミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノエタノールアミド（ラウラミドＭＥＡ）、ラウリン酸
ジエタノールアミド（ラウラミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノイソプロパノールアミド（ラ
ウラミドＭＩＰＡ）、パルミチン酸モノエタノールアミド（パルタミドＭＥＡ）、パルミ
チン酸ジエタノールアミド（パルタミドＤＥＡ）、ヤシ油脂肪酸メチルエタノールアミド
（コカミドメチルＭＥＡ）等の脂肪酸アルカノールアミド類；ジメチコン（メチルポリシ
ロキサン、ジメチルポリシロキサン）、高重合ジメチコン（高重合メチルポリシロキサン
）、シクロメチコン（環状ジメチルシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン）、
フェニルトリメチコン、ジフェニルジメチコン、フェニルジメチコン（メチルフェニルポ
リシロキサン）、ステアロキシプロピルジメチルアミン、（アミノエチルアミノプロピル
メチコン／ジメチコン）コポリマー、ジメチコノール、ジメチコノールクロスポリマー、
シリコーン樹脂、シリコーンゴム、アミノプロピルジメチコンまたはアモジメチコン等の
アミノ変性シリコーン、カチオン変性シリコーン、ジメチコンコポリオール等のポリエー
テル変性シリコーン、ポリグリセリン変性シリコーン、糖変性シリコーン、カルボン酸変
性シリコーン、リン酸変性シリコーン、硫酸変性シリコーン、アルキル変性シリコーン、
脂肪酸変性シリコーン、アルキルエーテル変性シリコーン、アミノ酸変性シリコーン、ペ
プチド変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、カチオン変性またはポリエーテル変性シ
リコーン、アミノ変性またはポリエーテル変性シリコーン、アルキル変性またはポリエー
テル変性シリコーン、ポリシロキサン・オキシアルキレン共重合体等のシリコーン類；パ
ーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、パーフルオロポリエーテル等のフッ素系油剤
類；ジカプリリルエーテル等のエーテル類が挙げられる。
【００２８】
　保湿剤としては、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール、
３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，３－プロパンジオール、２－メチル－１，３
－プロパンジオール、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール（ペンタエリトリ
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トール、ペンタエリスリット）、ヘキシレングリコール、ジグリセリン、ポリグリセリン
、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ジプロピレングリコール
、ポリプロピレングリコール、エチレングリコール・プロピレングリコール共重合体等の
ポリオール類またはその重合体；ジエチレングリコールモノエチルエーテル（エトキシジ
グリコール）、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチル
エーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル等のグリコールアルキルエーテル類；
（エイコサン二酸／テトラデカン二酸）ポリグリセリル－１０、テトラデカン二酸ポリグ
リセリル－１０等の水溶性エステル類；ソルビトール、キシリトール、エリスリトール、
マンニトール、マルチトール等の糖アルコール類；グルコース、フルクトース、ガラクト
ース、マンノース、トレオース、キシロース、アラビノース、フコース、リボース、デオ
キシリボース、マルトース、トレハロース、ラクトース、ラフィノース、グルコン酸、グ
ルクロン酸、シクロデキストリン類（α－、β－、γ－シクロデキストリン、または、マ
ルトシル化、ヒドロキシアルキル化等の修飾シクロデキストリン）、β－グルカン、キチ
ン、キトサン、ヘパリンまたは誘導体、ペクチン、アラビノガラクタン、デキストリン、
デキストラン、グリコーゲン、エチルグルコシド、メタクリル酸グルコシルエチル重合物
若しくは共重合物等の糖類またはその誘導体；ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム；
コンドロイチン硫酸ナトリウム；ムコイチン硫酸、カロニン硫酸、ケラト硫酸、デルマタ
ン硫酸；シロキクラゲ抽出物、シロキクラゲ多糖体；フコイダン；チューベロース多糖体
、天然由来多糖体；クエン酸、酒石酸、乳酸等の有機酸またはその塩；尿素；２－ピロリ
ドン－５－カルボン酸（ＰＣＡ）またはそのナトリウム等の塩；ベタイン（トリメチルグ
リシン）、プロリン、ヒドロキシプロリン、アルギニン、リジン、セリン、グリシン、ア
ラニン、フェニルアラニン、チロシン、β－アラニン、スレオニン、グルタミン酸、グル
タミン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、シスチン、メチオニン、ロイシン
、イソロイシン、バリン、トリプトファン、ヒスチジン、タウリン等のアミノ酸類または
その塩；コラーゲン、魚由来コラーゲン、アテロコラーゲン、ゼラチン、エラスチン、コ
ラーゲン分解ペプチド、加水分解コラーゲン、塩化ヒドロキシプロピルアンモニウム加水
分解コラーゲン、エラスチン分解ペプチド、ケラチン分解ペプチド、加水分解ケラチン、
コンキオリン分解ペプチド、加水分解コンキオリン、シルク蛋白分解ペプチド、加水分解
シルク、ラウロイル加水分解シルクナトリウム、大豆蛋白分解ペプチド、小麦蛋白分解ペ
プチド、加水分解小麦蛋白、カゼイン分解ペプチド、アシル化ペプチド等の蛋白ペプチド
類またはその誘導体；パルミトイルオリゴペプチド、パルミトイルペンタペプチド、パル
ミトイルテトラペプチド等のアシル化ペプチド類；シリル化ペプチド類；乳酸菌培養液、
酵母抽出液、卵殻膜タンパク、牛顎下腺ムチン、ヒポタウリン、ゴマリグナン配糖体、グ
ルタチオン、アルブミン、乳清；塩化コリン、ホスホリルコリン；胎盤抽出液、エアラス
チン、コラーゲン、アロエ抽出物、ハマメリス水、ヘチマ水、カモミラエキス、カンゾウ
エキス、コンフリーエキス、シルクエキス、イザヨイバラエキス、セイヨウノコギリソウ
エキス、ユーカリエキス、メリロートエキス等の動物・植物抽出成分、天然型セラミド（
タイプ１、２、３、４、５、６）、ヒドロキシセラミド、疑似セラミド、スフィンゴ糖脂
質、セラミドまたは糖セラミド含有エキス等のセラミド類が挙げられる。
【００２９】
　界面活性剤としては、陰イオン性界面活性剤、非イオン界面活性剤、陽イオン性界面活
性剤、両性界面活性剤、高分子界面活性剤等が挙げられる。界面活性剤のＨＬＢには特に
制限はなく、１程度の低いものから２０程度の高いものまで使用でき、ＨＬＢが低いもの
と高いものを組み合わせることも好ましい。
【００３０】
　陰イオン性界面活性剤としては、ラウリン酸カリウム、ミリスチン酸カリウム等の脂肪
酸塩；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アン
モニウム等のアルキル硫酸エステル塩；ラウレス硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸トリエタ
ノールアミン等のポリオキシエチレンアルキル硫酸塩；ココイルメチルタウリンナトリウ
ム、ココイルメチルタウリンカリウム、ラウロイルメチルタウリンナトリウム、ミリスト
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イルメチルタウリンナトリウム、ラウロイルメチルアラニンナトリウム、ラウロイルサル
コシンナトリウム、ラウロイルサルコシントリエタノールアミン、ラウロイルグルタミン
酸メチルアラニンナトリウム等のアシルＮ－メチルアミノ酸塩；ココイルグルタミン酸ナ
トリウム、ココイルグルタミン酸トリエタノールアミン、ラウロイルグルタミン酸ナトリ
ウム、ミリストイルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルグルタミン酸ナトリウム、パ
ルミトイルアスパラギン酸ジトリエタノールアミン、ココイルアラニントリエタノールア
ミン等のアシルアミノ酸塩；ラウレス酢酸ナトリウム等のポリオキシエチレンアルキルエ
ーテル酢酸塩；ラウロイルモノエタノールアミドコハク酸ナトリウム等のコハク酸エステ
ル塩；脂肪酸アルカノールアミドエーテルカルボン酸塩；アシル乳酸塩；ポリオキシエチ
レン脂肪アミン硫酸塩；脂肪酸アルカノールアミド硫酸塩；硬化ヤシ油脂肪酸グリセリン
硫酸ナトリウム等の脂肪酸グリセリド硫酸塩；アルキルベンゼンポリオキシエチレン硫酸
塩；α－オレフィンスルホン酸ナトリウム等のオレフィンスルホン酸塩；スルホコハク酸
ラウリル２ナトリウム、スルホコハク酸ジオクチルナトリウム等のアルキルスルホコハク
酸塩；スルホコハク酸ラウレス２ナトリウム、モノラウロイルモノエタノールアミドポリ
オキシエチレンスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルポリプロピレングリコールスルホコ
ハク酸ナトリウム等のアルキルエーテルスルホコハク酸塩；テトラデシルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム、テトラデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン等のアルキルベ
ンゼンスルホン酸塩；アルキルナフタレンスルホン酸塩；アルカンスルホン酸塩；α－ス
ルホ脂肪酸メチルエステル塩；アシルイセチオン酸塩；アルキルグリシジルエーテルスル
ホン酸塩；アルキルスルホ酢酸塩；ラウレスリン酸ナトリウム、ジラウレスリン酸ナトリ
ウム、トリラウレスリン酸ナトリウム、モノオレスリン酸ナトリウム等のアルキルエーテ
ルリン酸エステル塩；ラウリルリン酸カリウム等のアルキルリン酸エステル塩；カゼイン
ナトリウム；アルキルアリールエーテルリン酸塩；脂肪酸アミドエーテルリン酸塩；ホス
ファチジルグリセロール、ホスファチジルイノシトール、ホスファチジン酸等のリン脂質
類；カルボン酸変性シリコーン、リン酸変性シリコーン、硫酸変性シリコーン等のシリコ
ーン系陰イオン性界面活性剤等が挙げられる。
【００３１】
　非イオン界面活性剤としては、ラウレス（ポリオキシエチレンラウリルエーテル）類、
セテス（ポリオキシエチレンセチルエーテル）類、ステアレス（ポリオキシエチレンステ
アリルエーテル）類、ベヘネス類（ポリオキシエチレンベヘニルエーテル）、イソステア
レス（ポリオキシエチレンイソステアリルエーテル）類、オクチルドデセス（ポリオキシ
エチレンオクチルドデシルエーテル）類等の種々のポリオキシエチレン付加数のポリオキ
シエチレンアルキルエーテル類；ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル；ポリオ
キシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンヒマシ油、モノイソステアリン酸ポリオ
キシエチレン硬化ヒマシ油（ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油モノイソステアレート）、
トリイソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油（ポリオキシエチレン硬化ヒマシ
油トリイソステアレート）、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油モノピログルタミン酸モノ
イソステアリン酸ジエステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油マレイン酸等のヒマシ油
または硬化ヒマシ油誘導体；ポリオキシエチレンフィトステロール；ポリオキシエチレン
コレステロール；ポリオキシエチレンコレスタノール；ポリオキシエチレンラノリン；ポ
リオキシエチレン還元ラノリン；ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンセチルエー
テル、ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレン２－デシルテトラデシルエーテル、ポ
リオキシエチレン・ポリオキシプロピレンモノブチルエーテル、ポリオキシエチレン・ポ
リオキシプロピレン水添ラノリン、ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレングリセリ
ンエーテル等のポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレンアルキルエーテル；ポリオキ
シエチレン・ポリオキシプロピレングリコール；ＰＰＧ－９ジグリセリル等の（ポリ）グ
リセリンポリオキシプロピレングリコール；ステアリン酸グリセリル、イソステアリン酸
グリセリル、パルミチン酸グリセリル、ミリスチン酸グリセリル、オレイン酸グリセリル
、ヤシ油脂肪酸グリセリル、モノ綿実油脂肪酸グリセリン、モノエルカ酸グリセリン、セ
スキオレイン酸グリセリン、α，α’－オレイン酸ピログルタミン酸グリセリン、モノス
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テアリン酸グリセリンリンゴ酸等のグリセリン脂肪酸部分エステル類；ステアリン酸ポリ
グリセリル－２、－３、－４、－５、－６、－８および－１０、ジステアリン酸ポリグリ
セリル－６および－１０、トリステアリン酸ポリグリセリル－２、デカステアリン酸ポリ
グリセリル－１０、イソステアリン酸ポリグリセリル－２、－３、－４、－５、－６、－
８および－１０、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２（ジイソステアリン酸ジグリセ
リル）、－３および－１０、トリイソステアリン酸ポリグリセリル－２、テトライソステ
アリン酸ポリグリセリル－２、デカイソステアリン酸ポリグリセリル－１０、オレイン酸
ポリグリセリル－２、－３、－４、－５、－６、－８および－１０、ジオレイン酸ポリグ
リセリル－６、トリオレイン酸ポリグリセリル－２、デカオレイン酸ポリグリセリル－１
０等のポリグリセリン脂肪酸エステル；モノステアリン酸エチレングリコール等のエチレ
ングリコールモノ脂肪酸エステル；モノステアリン酸プロピレングリコール等のプロピレ
ングリコールモノ脂肪酸エステル；ペンタエリスリトール部分脂肪酸エステル；ソルビト
ール部分脂肪酸エステル；マルチトール部分脂肪酸エステル；マルチトールエーテル；モ
ノオレイン酸ソルビタン（ソルビタンモノオレエート）、モノイソステアリン酸ソルビタ
ン（ソルビタンモノイソステアレート）、モノラウリン酸ソルビタン（ソルビタンモノラ
ウレート）、モノパルミチン酸ソルビタン（ソルビタンモノパルミテート）、モノステア
リン酸ソルビタン（ソルビタンモノステアレート）、セスキオレイン酸ソルビタン（ソル
ビタンセスキオレエート）、トリオレイン酸ソルビタン（ソルビタントリオレエート）、
ペンタ－２－エチルヘキシル酸ジグリセロールソルビタン、テトラ－２－エチルヘキシル
酸ジグリセロールソルビタン等のソルビタン脂肪酸エステル；ショ糖脂肪酸エステル、メ
チルグルコシド脂肪酸エステル、ウンデシレン酸トレハロース等の糖誘導体部分エステル
；カプリリルグルコシド等のアルキルグルコシド；アルキルポリグリコシド；ラノリンア
ルコール；還元ラノリン；ジステアリン酸ポリオキシエチレン（ポリオキシエチレンジス
テアレート）、ジイソステアリン酸ポリオキシエチレン（ポリチレングリコールジイソス
テアレート）、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（ポリオキシエチレンモノオレエート
）、ジオレイン酸ポリオキシエチレン（ポリオキシエチレンジオレエート）等のポリオキ
シエチレン脂肪酸モノまたはジエステル；ジステアリン酸ポリエチレングリコール等のポ
リオキシエチレン・プロピレングリコール脂肪酸エステル；モノステアリン酸ポリオキシ
エチレングリセリル（ポリオキシエチレングリセリンモノステアレート）、モノイソステ
アリン酸ポリオキシエチレングリセリル（ポリオキシエチレングリセリンモノイソステア
レート）、トリイソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル（ポリオキシエチレング
リセリントリイソステアレート）、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（ポリオキシエチ
レンモノオレエート）等のポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル；モノオレイン
酸ポリオキシエチレンソルビタン（ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート）、モ
ノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン（ポリオキシエチレンソルビタンモノステ
アレート）、モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（ポリオキシエチレンソルビ
タンモノオレート）、テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（ポリオキシエチ
レンソルビタンテトラオレエート）等のポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル；
モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビトール（ポリオキシエチレンソルビトールモノ
ラウレート）、モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビトール（ポリオキシエチレンソ
ルビトールモノオレエート）、ペンタオレイン酸ポリオキシエチレンソルビトール（ポリ
オキシエチレンソルビトールペンタオレエート）、モノステアリン酸ポリオキシエチレン
ソルビトール（ポリオキシエチレンソルビトールモノステアレート）等のポリオキシエチ
レンソルビトール脂肪酸エステル；ポリオキシエチレンメチルグルコシド脂肪酸エステル
；ポリオキシエチレンアルキルエーテル脂肪酸エステル；ポリオキシエチレンソルビトー
ルミツロウ等のポリオキシエチレン動植物油脂類；イソステアリルグリセリルエーテル、
キミルアルコール、セラキルアルコール、バチルアルコール等のアルキルグリセリルエー
テル類；多価アルコールアルキルエーテル；ポリオキシエチレンアルキルアミン；テトラ
ポリオキシエチレン・テトラポリオキシプロピレン－エチレンジアミン縮合物類；サポニ
ン、ソホロリピッド等の天然系界面活性剤；ポリオキシエチレン脂肪酸アミド；ヤシ油脂
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肪酸モノエタノールアミド（コカミドＭＥＡ）、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド（コカ
ミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノエタノールアミド（ラウラミドＭＥＡ）、ラウリン酸ジエ
タノールアミド（ラウラミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノイソプロパノールアミド（ラウラ
ミドＭＩＰＡ）、パルミチン酸モノエタノールアミド（パルタミドＭＥＡ）、パルミチン
酸ジエタノールアミド（パルタミドＤＥＡ）、ヤシ油脂肪酸メチルエタノールアミド（コ
カミドメチルＭＥＡ）等の脂肪酸アルカノールアミド類；ラウラミンオキシド、コカミン
オキシド、ステアラミンオキシド、ベヘナミンオキシド等のアルキルジメチルアミンオキ
シド；アルキルエトキシジメチルアミンオキシド；ポリオキシエチレンアルキルメルカプ
タン；ジメチコンコポリオール等のポリエーテル変性シリコーン、ポリシロキサン・オキ
シアルキレン共重合体、ポリグリセリン変性シリコーン、糖変性シリコーン等のシリコー
ン系非イオン性界面活性剤等が挙げられる。
【００３２】
　陽イオン性界面活性剤としては、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ステアラミド
エチルジエチルアミン等の脂肪酸アミドアミンまたはその塩；ステアロキシプロピルジメ
チルアミン等のアルキルエーテルアミンまたはその塩または四級塩；ポリオキシエチレン
アルキルアミンまたはその塩または四級塩；アルキルアミン塩；脂肪酸アミドグアニジウ
ム塩；アルキルエーテルアミンモニウム塩；アルキルトリアルキレングリコールアンモニ
ウム塩；ベンザルコニウム塩；ベンゼトニウム塩；塩化セチルピリジニウム等のピリジニ
ウム塩；イミダゾリニウム塩；アルキルイソキノリニウム塩；ジアルキルモリホニウム塩
；ポリアミン脂肪酸誘導体；アミノプロピルジメチコンまたはアモジメチコン等のアミノ
変性シリコーン、カチオン変性シリコーン、カチオン変性またはポリエーテル変性シリコ
ーン、アミノ変性またはポリエーテル変性シリコーン等のシリコーン系陽イオン性界面活
性剤等が挙げられる。
【００３３】
　両性界面活性剤としては、ラウリルベタイン（ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン）
等のＮ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ酸ベタイン；コカミドプロピルベタイン、ラ
ウラミドプロピルベタイン等の脂肪酸アミドアルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ酸ベタイ
ン；ココアンホ酢酸ナトリウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム等のイミダゾリン型ベタイ
ン；アルキルジメチルタウリン等のアルキルスルホベタイン；アルキルジメチルアミノエ
タノール硫酸エステル等の硫酸型ベタイン；アルキルジメチルアミノエタノールリン酸エ
ステル等のリン酸型ベタイン；ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン
、ホスファチジルセリン、スフィンゴミエリン等のスフィンゴリン脂質、リゾレシチン、
水素添加大豆リン脂質、部分水素添加大豆リン脂質、水素添加卵黄リン脂質、部分水素添
加卵黄リン脂質、水酸化レシチン等のリン脂質類；シリコーン系両性界面活性剤等が挙げ
られる。
【００３４】
　高分子界面活性剤としては、ポリビニルアルコール、アルギン酸ナトリウム、デンプン
誘導体、トラガントガム、アクリル酸・メタアクリル酸アルキル共重合体；シリコーン系
各種界面活性剤が挙げられる。
【００３５】
　増粘剤としては、グアーガム、カッシアガム、ローカストビーンガム、クィーンスシー
ド、カラギーナン、ガラクタン、アラビアガム、タラガム、タマリンド、ファーセレラン
、カラヤガム、トロロアオイ、キャラガム、トラガントガム、ペクチン、ペクチン酸また
はナトリウム塩等の塩、アルギン酸またはナトリウム塩等の塩、マンナン；コメ、トウモ
ロコシ、バレイショ、コムギ等のデンプン；キサンタンガム、デキストラン、サクシノグ
ルカン、カードラン、ヒアルロン酸またはその塩、ザンサンガム、プルラン、ジェランガ
ム、キチン、キトサン、寒天、カッソウエキス、コンドロイチン硫酸塩、カゼイン、コラ
ーゲン、ゼラチン、アルブミン；メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロースまたはその
ナトリウム等の塩、メチルヒドロキシプロピルセルロース、セルロース硫酸ナトリウム、
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ジアルキルジメチルアンモニウム硫酸セルロース、結晶セルロース、セルロース末等のセ
ルロースまたはその誘導体；可溶性デンプン、カルボキシメチルデンプン、メチルヒドロ
キシプロピルデンプン、メチルデンプン等のデンプン系高分子、塩化ヒドロキシプロピル
トリモニウムデンプン、オクテニルコハク酸トウモロコシデンプンアルミニウム等のデン
プン誘導体；アルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル等アルギ
ン酸誘導体；ポリビニルピドリドン（ＰＶＰ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ビニ
ルピドリドン・ビニルアルコール共重合体、ポリビニルメチルエーテル；ポリエチレング
リコール、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレン共重
合体；（メタクリロイルオキシエチルカルボキシベタイン／メタクリル酸アルキル）コポ
リマー、（アクリレーツ／アクリル酸ステアリル／メタクリル酸エチルアミンオキシド）
コポリマー等の両性メタクリル酸エステル共重合体；（ジメチコン／ビニルジメチコン）
クロスポリマー、（アクリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマー、（ア
クリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマーＡＭＰ；ポリ酢酸ビニル部分
けん化物、マレイン酸共重合体；ビニルピロリドン・メタクリル酸ジアルキルアミノアル
キル共重合体；アクリル樹脂アルカノールアミン；ポリエステル、水分散性ポリエステル
；ポリアクリルアミド；ポリアクリル酸エチル等のポリアクリル酸エステル共重合体、カ
ルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸またはそのナトリウム塩等の塩、アクリル酸・
メタアクリル酸エステル共重合体；アクリル酸・メタアクリル酸アルキル共重合体；ポリ
クオタニウム－１０等のカチオン化セルロース、ポリクオタニウム－７等のジアリルジメ
チルアンモニウムクロリド・アクリルアミド共重合体、ポリクオタニウム－２２等のアク
リル酸・ジアリルジメチルアンモニウムクロリド共重合体、ポリクオタニウム－３９等の
アクリル酸・ジアリルジメチルアンモニウムクロリド・アクリルアミド共重合体、アクリ
ル酸・カチオン化メタアクリル酸エステル共重合体、アクリル酸・カチオン化メタアクリ
ル酸アミド共重合体、ポリクオタニウム－４７等のアクリル酸・アクリル酸メチル・塩化
メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム共重合体、塩化メタクリル酸コリンエ
ステル重合体；カチオン化オリゴ糖、カチオン化カッシア、カチオン化デキストラン、グ
アーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド等のカチオン化多糖類；ポリエチレンイミ
ン；カチオンポリマー；ポリクオタニウム－５１等の２－メタクリロイルオキシエチルホ
スホリルコリンの重合体またはメタクリル酸ブチル共重合体等との共重合体；アクリル樹
脂エマルジョン、ポリアクリル酸エチルエマルジョン、ポリアクリルアルキルエステルエ
マルジョン、ポリ酢酸ビニル樹脂エマルジョン、天然ゴムラテックス、合成ラテックス等
の高分子エマルジョン；ニトロセルロース；ポリウレタン類または各種共重合体；各種シ
リコーン類；アクリル－シリコーングラフト共重合体等のシリコーン系各種共重合体；各
種フッ素系高分子；１２－ヒドロキシステアリン酸またはその塩；パルミチン酸デキスト
リン、ミリスチン酸デキストリン等のデキストリン脂肪酸エステル；無水ケイ酸、煙霧状
シリカ（超微粒子無水ケイ酸）、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸ナトリウムマ
グネシウム、金属石鹸、ジアルキルリン酸金属塩、ベントナイト、ヘクトライト、有機変
性粘土鉱物、ショ糖脂肪酸エステル、フラクトオリゴ糖脂肪酸エステルが挙げられる。
【００３６】
　溶剤・噴射剤としては、エタノール、２－プロパノール（イソプロピルアルコール）、
ブタノール、イソブチルアルコール等の低級アルコール類；プロピレングリコール、１，
３－ブチレングリコール、１，３－プロパンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピ
レングリコール、イソペンチルジオール等のグリコール類；ジエチレングリコールモノエ
チルエーテル（エトキシジグリコール）、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチ
レングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、プロピレ
ングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル等のグリ
コールエーテル類；エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート等のグリコールエーテルエステル類；コハク酸ジエトキシエチル、エチレングリコー
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ルジサクシネート等のグリコールエステル類；ベンジルアルコール、ベンジルオキシエタ
ノール、炭酸プロピレン、炭酸ジアルキル、アセトン、酢酸エチル、Ｎ－メチルピロリド
ン；トルエン；フルオロカーボン、次世代フロン；ＬＰＧ、ジメチルエーテル、炭酸ガス
等の噴射剤が挙げられる。
【００３７】
　酸化防止剤としては、トコフェロール（ビタミンＥ）、酢酸トコフェロール等のトコフ
ェロール誘導体；ＢＨＴ、ＢＨＡ；没食子酸プロピル等の没食子酸誘導体；ビタミンＣ（
アスコルビン酸）および／またはその誘導体；エリソルビン酸またはその誘導体；亜硫酸
ナトリウム等の亜硫酸塩；亜硫酸水素ナトリウム等の亜硫酸水素塩；チオ硫酸ナトリウム
等のチオ硫酸塩；メタ亜硫酸水素塩；チオタウリン、ヒポタウリン；チオグリセロール、
チオ尿素、チオグリコール酸、システイン塩酸塩が挙げられる。
【００３８】
　還元剤としては、チオグリコール酸、システイン、システアミン等が挙げられる。
【００３９】
　酸化剤としては、過酸化水素水、過硫酸アンモニウム、臭素酸ナトリウム、過炭酸等が
好ましいものとして挙げられる。
【００４０】
　防腐剤としては、メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベ
ン等のヒドロキシ安息香酸またはその塩若しくはそのエステル；サリチル酸；安息香酸ナ
トリウム；フェノキシエタノール；１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジオー
ル等の１，２－ジオール；メチルクロロイソチアゾリノン、メチルイソチアゾリノン等の
イソチアゾリンオン誘導体；イミダゾリニウムウレア；デヒドロ酢酸またはその塩；フェ
ノール類；トリクロサン等のハロゲン化ビスフェノール類、酸アミド類、四級アンモニウ
ム塩類；トリクロロカルバニド、ジンクピリチオン、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼ
トニウム、ソルビン酸、クロルヘキシジン、グルコン酸クロルヘキシジン、ハロカルバン
、ヘキサクロロフェン、ヒノキチオール；フェノール、イソプロピルフェノール、クレゾ
ール、チモール、パラクロロフェノール、フェニルフェノール、フェニルフェノールナト
リウム等のその他フェノール類；フェニルエチルアルコール、感光素類、抗菌性ゼオライ
ト、銀イオンが挙げられる。
【００４１】
　キレート剤としては、ＥＤＴＡ、ＥＤＴＡ２Ｎａ、ＥＤＴＡ３Ｎａ、ＥＤＴＡ４Ｎａ等
のエデト酸塩（エチレンジアミン四酢酸塩）；ＨＥＤＴＡ３Ｎａ等のヒドロキシエチルエ
チレンジアミン三酢酸塩；ペンテト酸塩（ジエチレントリアミン五酢酸塩）；フィチン酸
；エチドロン酸等のホスホン酸またはそのナトリウム塩等の塩類；シュウ酸ナトリウム；
ポリアスパラギン酸、ポリグルタミン酸等のポリポリアミノ酸類；ポリリン酸ナトリウム
、メタリン酸ナトリウム、リン酸；クエン酸ナトリウム、クエン酸、アラニン、ジヒドロ
キシエチルグリシン、グルコン酸、アスコルビン酸、コハク酸、酒石酸が挙げられる。
【００４２】
　ｐＨ調整剤としては、クエン酸、クエン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム、グリコ
ール酸、コハク酸、酢酸、酢酸ナトリウム、リンゴ酸、酒石酸、フマル酸、リン酸、塩酸
、硫酸、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、イソプロ
パノールアミン、トリイソプロパノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１，３ープロ
パンジオール、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３ープロパンジオール、アルギ
ニン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア水、炭酸グアニジン、炭酸アンモ
ニウムが挙げられる。
【００４３】
　粉体類としては、マイカ、タルク、カオリン、セリサイト、モンモリロナイト、カオリ
ナイト、雲母、白雲母、金雲母、合成雲母、紅雲母、黒雲母、パーミキュライト、炭酸マ
グネシウム、炭酸カルシウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸カルシウム
、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸ストロンチウム、タングステン酸金属塩、マグネシウム、
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ゼオライト、硫酸バリウム、焼成硫酸カルシウム、リン酸カルシウム、弗素アパタイト、
ヒドロキシアパタイト、セラミックパウダー、ベントナイト、スメクタイト、粘土、泥、
金属石鹸(例えば、ミリスチン酸亜鉛、パルミチン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニ
ウム)、炭酸カルシウム、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、群青、紺青、カーボンブラッ
ク、酸化チタン、微粒子または超微粒子酸化チタン、酸化亜鉛、微粒子または超微粒子酸
化亜鉛、アルミナ、シリカ、煙霧状シリカ（超微粒子無水ケイ酸）、雲母チタン、魚鱗箔
、窒化ホウ素、ホトクロミック顔料、合成フッ素金雲母、微粒子複合粉体、金、アルミニ
ウム等の各種の大きさ・形状の無機粉体、または、これらをハイドロジェンシリコーン、
環状ハイドロジェンシリコーン等のシリコーンもしくはその他のシランもしくはチタンカ
ップリング剤等の各種表面処理剤で処理を行って疎水化若しくは親水化した粉体等の無機
粉体；デンプン、セルロース、ナイロンパウダー、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メ
チル末、ポリスチレン末、スチレンとアクリル酸の共重合体樹脂粉末、ポリエステル末、
ベンゾグアナミン樹脂粉末、ポリエチレンテレフタレート・ポリメチルメタクリレート積
層末、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末等、ウレタン粉末、
シリコーン粉末、テフロン（登録商標）粉末等の各種の大きさ・形状の有機系粉体または
表面処理粉体、有機無機複合粉体が挙げられる。
【００４４】
　無機塩類としては、食塩、並塩、岩塩、海塩、天然塩等の塩化ナトリウム含有塩類；塩
化カリウム、塩化アルミニウム、塩化カルシウム、塩化マグネシウム、にがり、塩化亜鉛
、塩化アンモニウム；硫酸ナトリウム、硫酸アルミニウム、硫酸アルミニウム・カリウム
（ミョウバン）、硫酸アルミニウム・アンモニウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫
酸カリウム、硫酸マグネシウム、硫酸亜鉛、硫酸鉄、硫酸銅；リン酸１Ｎａ・２Ｎａ・３
Ｎａ等のリン酸ナトリウム類、リン酸カリウム類、リン酸カルシウム類、リン酸マグネシ
ウム類が挙げられる。
【００４５】
　紫外線吸収剤としては、パラアミノ安息香酸、パラアミノ安息香酸モノグリセリンエス
テル、Ｎ，Ｎ－ジプロポキシパラアミノ安息香酸エチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジエトキシパ
ラアミノ安息香酸エチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラアミノ安息香酸エチルエステル
、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラアミノ安息香酸ブチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラアミノ安
息香酸エチルエステル等の安息香酸系紫外線吸収剤；ホモメンチル－Ｎ－アセチルアント
ラニレート等のアントラニル酸系紫外線吸収剤；サリチル酸またはそのナトリウム塩、ア
ミルサリシレート、メンチルサリシレート、ホモメンチルサリシレート、オクチルサリシ
レート、フェニルサリシレート、ベンジルサリシレート、ｐ－イソプロパノールフェニル
サリシレート等のサリチル酸系紫外線吸収剤；オクチルシンナメート、エチル－４－イソ
プロピルシンナメート、メチル－２，５－ジイソプロピルシンナメート、エチル－２，４
－ジイソプロピルシンナメート、メチル－２，４－ジイソプロピルシンナメート、プロピ
ル－ｐ－メトキシシンナメート、イソプロピル－ｐ－メトキシシンナメート、イソアミル
－ｐ－メトキシシンナメート、２－エチルヘキシルｐ－メトキシシンナメート（パラメト
キシケイヒ酸オクチル）、２－エトキシエチル－ｐ－メトキシシンナメート（シノキサー
ト）、シクロヘキシル-ｐ-メトキシシンナメート、エチル－α－シアノ－β－フェニルシ
ンナメート、２－エチルヘキシルα－シアノ－β－フェニルシンナメート（オクトクリン
）、グリセリルモノ－２－エチルヘキサノイル－ジパラメトキシシンナメート、フェルラ
酸またはその誘導体等の桂皮酸系紫外線吸収剤；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、
２，２’－ ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４
，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－ メトキシベンゾフェノン（オキシベンゾン－３）、２－ヒ
ドロキシ－４－メトキシ－４’－メチルベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ
ベンゾフェノン－５－スルホン酸塩、４－フェニルベンゾフェノン、２－エチルヘキシル
－４’－フェニル－ベンゾフェノン－２－カルボキシレート、２－ヒドロキシ－４－ｎ－
オクトキシベンゾフェノン、４－ヒドロキシ－３－カルボキシベンゾフェノン等のベンゾ
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フェノン系紫外線吸収剤；３－（４’－メチルベンジリデン）－ｄ，ｌ－カンファー、３
－ベンジリデン－ｄ，ｌ－カンファー；２－フェニル－５－メチルベンゾキサゾール；２
，２’－ヒドロキシ－５－メチルフェニルベンゾトリアゾール；２－（２’－ヒドロキシ
－５’－ｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール；２－（２’－ヒドロキシ－５’－
メチルフェニルベンゾトリアゾール；ジベンザラジン；ジアニソイルメタン；５－（３，
３－ジメチル－２－ノルボルニリデン）－３－ペンタン－２－オン；４－ｔ－ブチルメト
キシジベンゾイルメタン等のジベンゾイルメタン誘導体；オクチルトリアゾン；ウロカニ
ン酸またはウロカニン酸エチル等のウロカニン酸誘導体；２－（２'－ヒドロキシ－５'－
メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、１－（３，４－ジメトキシフェニル）－４，４－
ジメチル－１，３－ペンタンジオン、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジンプ
ロピオン酸２－エチルヘキシル等のヒダントイン誘導体、フェニルベンズイミダソゾール
スルホン酸、テレフタリリデンジカンフルスルホン酸、ドロメトリゾールトリシロキサン
、アントラニル酸メチル、ルチンまたはその誘導体、オリザノールまたはその誘導体、メ
チレンビスベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、ビスエチルヘキシルオキ
シフェノールメトキシフェニルトリアジンが挙げられる。
【００４６】
　その他、フェルラ酸またはその誘導体、プラセンタエキス、グルタチオン、オリザノー
ル、油溶性カモミラエキス、油溶性カンゾウエキス、西河柳エキス、ユキノシタエキス等
植物エキスが挙げられる。
【００４７】
　ビタミン類またはその誘導体としては、レチノール、酢酸レチノール、パルミチン酸レ
チノール等のビタミンＡ類；チアミン塩酸塩、チアミン硫酸塩、リボフラビン、酢酸リボ
フラビン、塩酸ピリドキシン、ピリドキシンジオクタノエート、ピリドキシンジパルミテ
ート、フラビンアデニンジヌクレオチド、シアノコバラミン、葉酸類、ニコチン酸アミド
・ニコチン酸ベンジル等のニコチン酸類、コリン類等のビタミンＢ群類；アスコルビン酸
またはそのナトリウム等の塩等のビタミンＣ類；ビタミンＤ；α、β、γ、δ－トコフェ
ロール等のビタミンＥ類；パントテン酸、ビオチン等のその他ビタミン類；アスコルビン
酸リン酸エステルナトリウム塩またはアスコルビン酸リン酸エステルマグネシウム塩等の
アスコルビン酸リン酸エステル塩、テトライソパルミチン酸アスコルビル・ステアリン酸
アスコルビル・パルミチン酸アスコルビル・ジパルミチン酸アスコルビル等のアスコルビ
ン酸脂肪酸エステル、アスコルビン酸エチルエーテル等のアスコルビン酸アルキルエーテ
ル、アスコルビン酸－２－グルコシド等のアスコルビン酸グルコシドまたはその脂肪酸エ
ステル、リン酸トコフェリルアスコルビル等のアスコルビン酸誘導体；ニコチン酸トコフ
ェロール、酢酸トコフェロール、リノール酸トコフェロール、フェルラ酸トコフェロール
、トコフェロールリン酸エステル等のトコフェロール誘導体等のビタミン誘導体、トコト
リエノール、その他各種ビタミン誘導体が挙げられる。
【００４８】
　抗炎症剤としては、グリチルリチン酸またはその誘導体、グリチルレチン酸誘導体、サ
リチル酸誘導体、ヒノキチオール、グアイアズレン、アラントイン、インドメタシン、酸
化亜鉛、酢酸ヒドロコーチゾン、プレドニゾン、塩酸ジフェドラミン、マレイン酸クロル
フェニラミン；桃葉エキス、蓬葉エキス等の植物エキスが挙げられる。
【００４９】
　血行促進剤としては、センブリエキス、トウガラシチンキ、ショウキョウチンキ、ショ
ウキョウエキス、カンタリスチンキ等の植物エキス・チンキ類；カプサイシン、ノニル酸
ワレニルアミド、ジンゲロン、イクタモール、タンニン酸、ボルネオール、シクランデレ
ート、シンナリジン、トラゾリン、アセチルコリン、ベラパミル、セファランチン、γ－
オリザノール、セファランチン、ビタミンＥまたはニコチン酸トコフェロール・酢酸トコ
フェロール等の誘導体、γ－オリザノール、ニコチン酸またはニコチン酸アミド・ニコチ
ン酸ベンジルエステル・イノシトールヘキサニコチネート、ニコチンアルコール等の誘導
体、アラントイン、感光素３０１、感光素４０１、塩化カプロニウム、ペンタデカン酸モ
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ノグリセリド、フラバノノール誘導体、スチグマステロール又はスチグマスタノールまた
はその配糖体、ミノキシジルが挙げられる。
【００５０】
　ホルモン類としては、エストラジオール、エストロン、エチニルエストラジオール、コ
ルチゾン、ヒドロコルチゾン、プレドニゾン等が挙げられる。
【００５１】
　抗しわ剤、抗老化剤、ひきしめ剤、冷感剤、温感剤、創傷治癒促進剤、刺激緩和剤、鎮
痛剤、細胞賦活剤等のその他の薬効剤としては、レチノール類、レチノイン酸類、レチノ
イン酸トコフェリル；乳酸、グリコール酸、グルコン酸、フルーツ酸、サリチル酸または
その配糖体・エステル化物等の誘導体、ヒドロキシカプリン酸、長鎖α－ヒドロキシ脂肪
酸、長鎖α－ヒドロキシ脂肪酸コレステリル等のα－又はβ－ヒドロキシ酸類またはその
誘導体類；γ－アミノ酪酸、γ－アミノ－β－ヒドロキシ酪酸；カルニチン；カルノシン
；クレアチン；セラミド類、スフィンゴシン類；カフェイン、キサンチン等またはその誘
導体；コエンザイムＱ１０、カロチン、リコピン、アスタキサンチン、ルテイン、α－リ
ポ酸、白金ナノコロイド、フラーレン類等の抗酸化・活性酸素消去剤；カテキン類；ケル
セチン等のフラボン類；イソフラボン類；没食子酸またはエステル糖誘導体；タンニン、
セサミン、プロトアントシアニジン、クロロゲン酸、リンゴポリフェノール等のポリフェ
ノール類；ルチンまたは配糖体等の誘導体；ヘスペリジンまたは配糖体等の誘導体；リグ
ナン配糖体；グラブリジン、グラブレン、リクイリチン、イソリクイリチン等のカンゾウ
エキス関連物質；ラクトフェリン；ショウガオール、ジンゲロール；メントール、カンフ
ァー、セドロール等の香料物質またはその誘導体；カプサイシン、バニリン等または誘導
体；ジエチルトルアミド等の昆虫忌避剤；生理活性物質とシクロデキストリン類との複合
体が挙げられる。
【００５２】
　植物・動物・微生物エキス類としては、アイリスエキス、アシタバエキス、アスナロエ
キス、アスパラガスエキス、アボガドエキス、アマチャエキス、アーモンドエキス、アル
テアエキス、アルニカエキス、アロエエキス、アンズエキス、アンズ核エキス、イチョウ
エキス、インチコウエキス、ウイキョウエキス、ウコンエキス、ウーロン茶エキス、ウワ
ウルシエキス、エイジツエキス、エチナシ葉エキス、エンメイソウエキス、オウゴンエキ
ス、オウバクエキス、オウレンエキス、オオムギエキス、オタネニンジンエキス、オトギ
リソウエキス、オドリコソウエキス、オノニスエキス、オランダカラシエキス、オレンジ
エキス、海水乾燥物、海藻エキス、カキ葉エキス、カキョクエキス、加水分解エラスチン
、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カッコンエキス、カモミラエキス、油溶性カモミ
ラエキス、カロットエキス、カワラヨモギエキス、カラスムギエキス、カルカデエキス、
カンゾウエキス、油溶性カンゾウエキス、キウイエキス、キオウエキス、キクラゲエキス
、キナエキス、キューカンバーエキス、キリ葉エキス、グアノシン、グアバエキス、クジ
ンエキス、クチナシエキス、クマザサエキス、クララエキス、クルミエキス、クリエキス
、グレープフルーツエキス、クレマティスエキス、黒米エキス、黒砂糖抽出物、黒酢、ク
ロレラエキス、クワエキス、ゲンチアナエキス、ゲンノショウコエキス、紅茶エキス、酵
母エキス、コウボクエキス、コーヒーエキス、ゴボウエキス、コメエキス、コメ発酵エキ
ス、コメヌカ発酵エキス、コメ胚芽油、コンフリーエキス、コラーゲン、コケモモエキス
、サイシンエキス、サイコエキス、サイタイ抽出液、サフランエキス、サルビアエキス、
サボンソウエキス、ササエキス、サンザシエキス、サンシャエキス、サンショウエキス、
シイタケエキス、ジオウエキス、シコンエキス、シソエキス、シナノキエキス、シモツケ
ソウエキス、ジャトバエキス、シャクヤクエキス、ショウキュウエキス、ショウブ根エキ
ス、シラカバエキス、白キクラゲエキス、スギナエキス、ステビアエキス、ステビア発酵
物、西河柳エキス、セイヨウキズタエキス、セイヨウサンザシエキス、セイヨウニワトコ
エキス、セイヨウノコギリソウエキス、セイヨウハッカエキス、セージエキス、ゼニアオ
イエキス、センキュウエキス、センブリエキス、ソウハクヒエキス、ダイオウエキス、ダ
イズエキス、タイソウエキス、タイムエキス、タンポポエキス、地衣類エキス、茶エキス
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、チョウジエキス、チガヤエキス、チンピエキス、ティートリー油、甜茶エキス、トウガ
ラシエキス、トウキエキス、トウキンセンカエキス、トウニンエキス、トウヒエキス、ド
クダミエキス、トマトエキス、納豆エキス、ニンジンエキス、ニンニクエキス、ノバラエ
キス、ハイビスカスエキス、バクモンドウエキス、ハスエキス、パセリエキス、バーチエ
キス、蜂蜜、ハマメリスエキス、パリエタリアエキス、ヒキオコシエキス、ビサボロール
、ヒノキエキス、ビフィズス菌エキス、ビワエキス、フキタンポポエキス、フキノトウエ
キス、ブクリョウエキス、ブッチャーブルームエキス、ブドウエキス、ブドウ種子エキス
、プロポリス、ヘチマエキス、ベニバナエキス、ペパーミントエキス、ボダイジュエキス
、ボタンエキス、ホップエキス、マイカイカエキス、マツエキス、マロニエエキス、ミズ
バショウエキス、ムクロジエキス、メリッサエキス、モズクエキス、モモエキス、ヤグル
マギクエキス、ユーカリエキス、ユキノシタエキス、ユズエキス、ユリエキス、ヨクイニ
ンエキス、ヨモギエキス、ラベンダーエキス、緑茶エキス、卵殻膜エキス、リンゴエキス
、ルイボス茶エキス、レイシエキス、レタスエキス、レモンエキス、レンギョウエキス、
レンゲソウエキス、ローズエキス、ローズマリーエキス、ローマカミツレエキス、ローヤ
ルゼリーエキス、ワレモコウエキス等のエキスが挙げられる。
【００５３】
　鎮痒剤としては、塩酸ジフェンヒドラミン、マレイン酸クロルフェニラミン、カンファ
ー、サブスタンス－Ｐ阻害剤等が挙げられる。
【００５４】
　角質剥離・溶解剤としては、サリチル酸、イオウ、レゾルシン、硫化セレン、ピリドキ
シン等を例示することができる。
【００５５】
　制汗剤としては、クロルヒドロキシアルミニウム、塩化アルミニウム、酸化亜鉛、パラ
フェノールスルホン酸亜鉛等が挙げられる。
【００５６】
　清涼剤としては、メントール、サリチル酸メチル等が挙げられる。
【００５７】
　収れん剤としては、クエン酸、酒石酸、乳酸、硫酸アルミニウム・カリウム、タンニン
酸等が挙げられる。
【００５８】
　酵素類としては、スーパーオキサイドディスムターゼ、カタラーゼ、塩化リゾチーム、
リパーゼ、パパイン、パンクレアチン、プロテアーゼ等が挙げられる。
【００５９】
　核酸類としては、リボ核酸またはその塩、デオキシリボ核酸またはその塩、アデノシン
三リン酸二ナトリウムが挙げられる。
【００６０】
　香料としては、アセチルセドレン、アミルシンナムアルデヒド、アリルアミルグリコレ
ート、β－イオノン、イソイースーパー、イソブチルキノリン、イリス油、イロン、イン
ドール、イランイラン油、ウンデカナール、ウンデセナール、γ－ウンデカラクトン、エ
ストラゴール、オイゲノール、オークモス、オポポナックスレジノイド、オレンジ油、オ
イゲノール、オーランチオール、ガラクソリッド、カルバクロール、Ｌ－カルボン、カン
ファー、キャノン、キャロットシード油、クローブ油、ケイヒ酸メチル、ゲラニオール、
ゲラニルニトリル、酢酸イソボルニル、酢酸ゲラニル、酢酸ジメチルベンジルカルビニル
、酢酸スチラリル、酢酸セドリル、酢酸テレピネル、酢酸p-t-ブチルシクロヘキシル、酢
酸ベチベリル、酢酸ベンジル、酢酸リナリル、サリチル酸イソペンチル、サリチル酸ベン
ジル、サンダルウッド油、サンタロール、シクラメンアルデヒド、シクロペンタデカノリ
ド、ジヒドロジャスモン酸メチル、ジヒドロミルセノール、ジャスミンアブソリュート、
ジャスミンラクトン、cis-ジャスモン、シトラール、シトロネノール、シトロネラール、
シナモンバーク油、１，８－シネオール、シンナムアルデヒド、スチラックスレジノイド
、セダーウッド油、セドレン、セドロール、セロリシード油、タイム油、ダマスコン、ダ
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マセノン、チモール、チュベローズアブソリュート、デカナール、デカラクトン、テルピ
ネオール、γ－テルピネン、トリプラール、ネロール、ノナナール、２，６－ノナジエノ
ール、ノナラクトン、パチョリアルコール、バニラアブソリュート、バニリン、バジル油
、パチョリ油、ヒドロキシシトロネラール、α－ピネン、ピペリトン、フェネチルアルコ
ール、フェニルアセトアルデヒド、プチグレン油、ヘキシルシンナムアルデヒド、cis-3-
ヘキセノール、ペルーバルサム、ベチバー油、ベチベロール、ペパーミント油、ペパー油
、ヘリオトロピン、ベルガモット油、ベンジルベンゾエート、ボルネオール、ミルレジノ
イド、ムスクケトン、メチルノニルアセトアルデヒド、γ－メチルヨノン、メントール、
Ｌ－メントール、Ｌ－メントン、ユーカリ油、β－ヨノン、ライム油、ラベンダー油、Ｄ
－リモネン、リナロール、リラール、リリアール、レモン油、ローズアブソリュート、ロ
ーズオキシド、ローズ油、ローズマリー油、各種精油等の合成香料または天然香料並びに
各種調合香料が挙げられる。
【００６１】
　色素・着色剤・染料・顔料としては、褐色２０１号、黒色４０１号、紫色２０１号、紫
色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０１号、青色２０２号、青色２０３号、青色２
０４号、青色２０５号、青色４０３号、青色４０４号、緑色２０１号、緑色２０２号、緑
色２０４号、緑色２０５号、緑色３号、緑色４０１号、緑色４０２号、赤色１０２号、赤
色１０４－１号、赤色１０５－１号、赤色１０６号、赤色２号、赤色２０１号、赤色２０
２号、赤色２０３号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２０６号、赤色２０７号、赤色
２０８号、赤色２１３号、赤色２１４号、赤色２１５号、赤色２１８号、赤色２１９号、
赤色２２０号、赤色２２１号、赤色２２３号、赤色２２５号、赤色２２６号、赤色２２７
号、赤色２２８号、赤色２３０－１号、赤色２３０－２号、赤色２３１号、赤色２３２号
、赤色３号、赤色４０１号、赤色４０４号、赤色４０５号、赤色５０１号、赤色５０２号
、赤色５０３号、赤色５０４号、赤色５０５号、赤色５０６号、橙色２０１号、橙色２０
３号、橙色２０４号、橙色２０５号、橙色２０６号、橙色２０７号、橙色４０１号、橙色
４０２号、橙色４０３号、黄色２０１号、黄色２０２－１号、黄色２０２－２号、黄色２
０３号、黄色２０４号、黄色２０５号、黄色４号、黄色４０１号、黄色４０２号、黄色４
０３－１号、黄色４０４号、黄色４０５号、黄色４０６号、黄色４０７号、黄色５号等の
法定色素；Acid Red 14等のその他酸性染料；Arianor Sienna Brown、Arianor Madder Re
d、Arianor Steel Blue、Arianor Straw Yellow等の塩基染料；HC Yellow 2、HC Yellow 
5、HC Red 3、4-ヒドロキシプロピルアミノ-3-ニトロフェノール、N，N’-ビス(2-ヒドロ
キシエチル)-2-ニトロ-p-フェニレンジアミン、HC Blue 2、Basic Blue 26等のニトロ染
料；分散染料；二酸化チタン、酸化亜鉛等の無機白色顔料；酸化鉄(ベンガラ)、チタン酸
鉄等の無機赤色系顔料；γ－酸化鉄等の無機褐色系顔料；黄酸化鉄、黄土等の無機黄色系
顔料；黒酸化鉄、低次酸化チタン等の無機黒色系顔料；マンゴバイオレット、コバルトバ
イオレット等の無機紫色系顔料；酸化クロム、水酸化クロム、チタン酸コバルト等の無機
緑色系顔料；群青、紺青等の無機青色系顔料；酸化チタンコーテッドマイカ、酸化チタン
コーテッドオキシ塩化ビスマス、酸化チタンコーテッドタルク、着色酸化チタンコーテッ
ドマイカ、オキシ塩化ビスマス、魚鱗箔等のパール顔料；アルミニウムパウダー、カッパ
ーパウダー、金等の金属粉末顔料；表面処理無機または金属粉末顔料；赤色２０１号、赤
色２０２号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２８号
、赤色４０５号、橙色２０３号、橙色２０４号、黄色２０５号、黄色４０１号、青色４０
４号、赤色３号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２２７号、赤色２３０号、赤色４０
１号、赤色５０５号、橙色２０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２号、黄色２０３号
、緑色３号、青色１号等のジルコニウム、バリウム又はアルミニウムレーキ等の有機顔料
；表面処理有機顔料；アスタキサンチン、アリザリン等のアントラキノン類、アントシア
ニジン、β－カロチン、カテナール、カプサンチン、カルコン、カルサミン、クエルセチ
ン、クロシン、クロロフィル、クルクミン、コチニール、シコニン等のナフトキノン類、
ビキシン、フラボン類、ベタシアニジン、ヘナ、ヘモグロビン、リコピン、リボフラビン
、ルチン等の天然色素・染料；ｐ－フェニレンジアミン、トルエン－２，５－ジアミン、
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－メチルフェノール、レゾルシン、１－ナフトール、２，６－ジアミノピリジン等または
その塩等の酸化染料中間体またはカップラー；インドリン等の自動酸化型染料；ジヒドロ
キシアセトンが挙げられる。
【００６２】
　本発明の化粧料は、必要に応じて、水を配合してもよい。水としては、常水、精製水、
硬水、軟水、天然水、海洋深層水、電解アルカリイオン水、電解酸性イオン水、イオン水
、クラスター水が挙げられる。
【００６３】
　これらの他、化粧品原料基準、化粧品種別配合成分規格、日本化粧品工業連合会成分表
示名称リスト、ＩＮＣＩ辞書（The International Cosmetic Ingredient Dictionary and
 Handbook）、医薬部外品原料規格、日本薬局方、医薬品添加物規格、食品添加物公定書
等に記載されている成分、及び、国際特許分類ＩＰＣがＡ６１Ｋ７及びＡ６１Ｋ８の分類
に属する日本国及び諸外国特許公報及び特許公開公報（公表公報・再公表を含む）に記載
されている成分等、公知の化粧料成分、医薬品成分、食品成分等を、公知の組み合わせ及
び配合比・配合量で含有させることが可能である。
【００６４】
　上記成分を用いて調製された化粧料を使用するには、例えば適量を手に取り、皮膚に塗
布する。
【００６５】
　本発明の化粧料は、通常の方法によって製造することができ、例えば、基礎化粧料、薬
用化粧料、外用医薬基剤等として適用することができる。
【実施例】
【００６６】
　本発明を実施例および比較例を挙げてさらに詳しく説明するが、本発明はこれら実施例
に限定されるものではない。配合量はすべて化粧料全量に対する重量％である。
【００６７】
　常法により、表１および表２に示す実施例１～１０および比較例１～１０を配合した表
３に示す組成のローションを調製した。そのローションを用いて、美白効果を検証した。
【表１】

【表２】
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【表３】

【００６８】
試験例１（美白効果の試験方法）
　美白効果は、累積塗布による皮膚に対する色白効果、シミ、ソバカスの解消等の使用テ
ストから判定した。色黒、シミ、ソバカス等に悩む被試験者（２０名／群）に対して、実
施例１～１０および比較例１～１０の試験用ローションを朝夕、２ケ月間、毎日顔面に塗
布した。２ケ月後、被試験者の美白効果を、以下の評価基準１および２に従い皮膚科専門
医が評価した。その結果を表４および５に示す。
【００６９】
評価基準１：
著効：色素沈着がほとんど目立たなくなった。
有効：非常にうすくなった。
やや有効：ややうすくなった。
無効：変化なし。
【００７０】
評価基準２：
◎：被試験者のうち、著効、有効の示す割合が７５％以上の場合
○：被試験者のうち、著効、有効の示す割合が５０％以上７５％未満の場合
△：被試験者のうち、著効、有効の示す割合が２５％以上５０％未満の場合
×：被試験者のうち、著効、有効の示す割合が２５％未満の場合
【００７１】

【表４】



(22) JP 2013-71890 A 2013.4.22

10

20

30

【表５】

【００７２】
　表４および５に示されるように、二種以上の美白成分を含有する化粧料は、一種の美白
成分を含有する化粧料に比べて、色素沈着がほとんど目立たなくなった割合が高く、優れ
た美白効果を発揮することが認められる。また、多価アルコールである、１，３－プロパ
ンジオールまたは１，２－ペンタンジオールを配合した化粧料は、さらに優れた美白効果
を発揮することが認められる。
【００７３】
　以下、美白ローション（処方例１）、美白乳液（処方例２）、美白クリーム（処方例３
）、サンスクリーンクリーム（処方例４）、リキッドファンデーション（シェイクウェル
タイプ）（処方例５）、洗顔クリーム（処方例６）、整髪トニック（処方例７）、ボディ
ローション（処方例８）、口紅（処方例９）、バスエッセンス（処方例１０）、美白オイ
ル（処方例１１）の各配合組成、製法を示す。本発明はこれらに限定されるわけではない
。
　処方例１～１１についても、上記試験方法により美白試験を行った。その結果、いずれ
も評価は「◎」であった。
【００７４】
処方例１（美白ローション）
　表６に示すＡ欄に属する原料を７０℃に加熱し、完全溶解した後、Ｂ欄に属する原料と
混合し、美白ローション（ｐＨ：６.５）を得た。
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【表６】

　　　　　　　＊２　加水分解卵隔膜水溶液（キューピー社製）
　　　　　　　＊３　酵母エキス（山川貿易社製）
【００７５】
処方例２（美白乳液）
　表７に示すＡ欄に属する油相部の原料及びＢ欄に属する水相部の原料をそれぞれ８０℃
に加熱し、完全溶解した後、油相部を水相部に混合し、乳化機にて乳化処理した。次いで
、乳化物を３０℃まで冷却し、美白乳液（ｐＨ：５.５）を得た。
【表７】

【００７６】
処方例３（美白クリーム）
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　表８に示すＡ欄に属する油相部の原料及びＢ欄に属する水相部の原料をそれぞれ８０℃
に加熱し、完全溶解した後、油相部を水相部に混合し、乳化機にて乳化処理した。乳化物
を３０℃まで冷却し、美白クリーム（ｐＨ：７．０）を得た。
【表８】

【００７７】
処方例４（サンスクリーンクリーム）
　表９に示すＡ欄に属する油相部の原料及びＢ欄に属する水相部の原料をそれぞれ７５℃
に加熱し、完全溶解した後、油相部を水相部に混合し、乳化機にて乳化処理した。次いで
、乳化物を３０℃まで冷却し、サンスクリーンクリーム（ｐＨ：６．０）を得た。
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【表９】

【００７８】
処方例５〔リキッドファンデーション（シェイクウェルタイプ）〕
　表１０に示すＡ欄に属する油相部を６０℃まで加熱し、その後室温まで冷却した。ここ
へＢ欄に属する水相部の原料を室温で混合し、乳化機で乳化処理し、シェイクウェルタイ
プのリキッドファンデーションを得た。
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【表１０】

【００７９】
処方例６〔洗顔クリーム〕
　表１１に示すＡ欄に属する原料及びＢ欄に属する水相部の原料を８５℃に加熱し、溶解
した後、水相部をゆっくりと油相部に混合し、その後良く攪拌した後、３０℃まで冷却し
、洗顔クリーム（ｐＨ：８．０）を得た。
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【表１１】

【００８０】
処方例７〔整髪トニック〕
　表１２に示すＡ欄に属する原料を室温にて溶解した後、Ｂ欄に属する原料を加えて整髪
トニックを得た。
【表１２】

【００８１】
処方例８〔ボディローション〕
　表１３に示すＡ欄に属する油相部の原料及びＢ欄に属する水相部の原料をそれぞれ８０
℃に加熱し、完全溶解した後、油相部を水相部に混合し、乳化機にて乳化処理した。乳化
物を３０℃まで冷却し、ボディローション（ｐＨ：６．５）を得た。
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【表１３】

【００８２】
処方例９〔口紅〕
　表１４に示すＡ欄に属する油相部を９０℃まで加熱し、Ｂ欄及びＣ欄に属する原料を加
え均一に分散させた。その後流し型に充填し、冷却後容器に装填して口紅を得た。
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【表１４】

【００８３】
処方例１０〔バスエッセンス〕
　表１５に示すＡ欄に属する原料を加熱し溶解させた。Ｂ欄に属する原料及Ｃ欄に属する
原料を室温にて溶解させた。その後、Ａ欄、Ｂ欄及びＣ欄に属する原料を混合しバスエッ
センスを得た。
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【表１５】

【００８４】
処方例１１〔美白オイル〕
　表１６に示すＡ欄に属する原料を７０℃にて加温溶解した後、室温まで冷却し、美白オ
イルを得た。
【表１６】

【００８５】
（保存安定性試験）
　処方例１～１１の本発明化粧料をそれぞれ７０ｍＬマヨネーズ瓶に小分けし、４０℃及
び５０℃恒温槽内で１４日間保存した際の色および臭いの変化を化粧品の研究に従事する
５名により判定した。色および臭いを以下の評価基準に従い評価した。
【００８６】
（評価基準：色）
◎：変化なし。
○：ごくわずかに変色。
△：やや変色。
×：強く変色。
【００８７】
（評価基準：臭い）
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◎：変化なし。
○：ごくわずかに異臭。
△：やや異臭。
×：強く異臭。
【００８８】
　４０℃及び５０℃で保存した場合の保存安定性試験の結果は、処方例１～１１の全ての
本発明化粧料について、色、臭い共に評価は「◎」であった。
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